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第６５回市民ふれあいトーク 【一緒に考えるこのまちの地域力】 

日時 平成 28 年 8 月 3 日 18：30～ 

場所  水島公民館 

 

≪市長≫ 

皆さん，こんばんは。今日は夕方のそれぞれに大変お忙しい時間帯の中に，こ

の市民ふれあいトークにお運びをいただきまして，誠にありがとうございます。

半年ぶりぐらいに，この市民ふれあいトークの開催ということになりまして，そ

して私にとりまして，３期目の市長としてこの５月から仕事をさせていただくこ

とができております。皆様に心より感謝を申し上げますとともに今後ともどうぞ

よろしくお願い申し上げたいと存じます。ありがとうございます。 

そして，３期目の最初の市民ふれあいトークをどこでしようかという相談を広

聴課としております中で，その時まだ４月下旬から５月で，三菱さんの車の問題

がまっただ中だったという時期だったもんですので，この時までに問題が一応収

束していればいいなと思っておりましたけれど，まだどうかわからなかったんで

すけど，水島で開催をして，そして皆さんからいろんな意見をおうかがいして，

また，まちづくりについても３期目の最初のふれあいトークということで皆さん

とともにこれから頑張っていきたいなということで，水島の公民館で開催をさせ

ていただいたものでありますので，今日は１時間半ぐらいお付き合いの方よろし

くお願いできればと思っております。 

最初に私の方からこの水島地区，また倉敷市全体の状況など少しお話をさせて

いただければと思っております。 

今倉敷市から東日本の大震災の支援ということで，平成２３年度からずっとし

ているんですけど，今岩手県の釜石市とそれから大槌町というところを支援をし

ております。そこに今うちの職員が下水道とそれから道路の関係で行っておりま

すので，激励とそれから市長さんと町長さんとお話するということで一昨日の夕

方出発いたしまして，それで昨日まで現地で活動いたしまして今日帰ってまいり

ました。 

そして，震災といえば熊本の地震のことでございます。４月１４日に発生いた

しまして，この前の水島の港まつりでも地域の有志の皆さん達がくまモンを呼ん

できてくださいまして，大変な人気だったとうかがっております。熊本の地震の

方にも倉敷市から消防援助隊，水道の援助隊，建設部局，保健師さん，災害がれ

きの環境部と，今までのところで計画的にお手伝いをさせていただいております。

現地の方からお話をうかがいますと，震災の復興のところに徐々になりつつある

ということでございますけれど，まだまだ一番困っていらっしゃるのは観光客の

方とか産業のところが，お客さんが来てくれないというふうに皆さん言われてい

らっしゃって，倉敷市からも市民の皆様からお預かりした義援金をお送りいたし

ておりますし，そういうこと等はじめとして，これからも一生懸命応援をしてい

きたいと思っております。 

さて，最近の倉敷市の大きな動きといいますか，最初にも申し上げましたけれ

ども，三菱さんのことが４月２０日に問題がオープンになりまして，大変びっく
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りいたしましたけれど，これだけの大きな影響がある事態になったということで，

もちろん三菱さんには体制をちゃんとして，もうこういうことがないようにして

いただかないといけません。東京の方で技術の方が，とうかがっておりますけど，

この水島製作所，それから水島製作所と取引をされております何百社にのぼる市

内の取引先企業の皆さんも何万人もいらっしゃいます。その皆さん達は発注を受

けたものを一生懸命作られて技術を高めて頑張ってくださっているので，なんと

か早く解決をしていこうということを市としても一緒になって取り組んでまいり

ました。 

発生直後，東京の方では水島，三菱が問題なことをしたんで，これはどうする

べきか，というような感じが蔓延をしておりました。地元選出の国会議員の皆さ

ん達もいろいろそういう声を聞かれまして，私としても地元の声を早く届けない

といけない。もちろん問題はあるんですけど，これだけの影響があると，何百社

にも及んで，経済の効果がこんなにもなるということを早く届けて，もちろん悪

いんだったら何かしら例えば処分があるとかいうことであれば早く手続を進めて

早く再開をしてもらえるようにしないといけない。もちろん処分がないのが一番

いいんですけれど，ある場合でも早くしてもらわないと。最初の頃，本当に半年

とか止まるんじゃないかと言われておりましたので，そういうことを申し上げた

り。それから各企業への融資の制度を適用してもらえるようにセーフティネット

保証第２号という，こういう大きな事態の時に国が適用する制度なんですけれど，

それを早く進めてもらえるようにということ等をお願いしてまいりまして，私が

考えます中では一番早いスケジュールで再開をしていただけたんじゃないかと思

っております。今三菱さん一生懸命頑張ってくださっておりますし，市といたし

ましても水島製作所，また関連取引企業さんの応援ということもありまして，先

日発表いたしましたが，車の方を思い切って更新をさせていただきました。三菱

さんの支援だけじゃなくて取引をされている企業の皆さん，それから，地元の地

域経済のためということで，倉敷が発表いたしましたら総社さんもすぐ発表され

まして，それから井原市役所さん，笠岡市役所さんと多分浅口さんとかも考えて

くださっているみたいで，地元で大きな産業でありますので，応援をしていきた

いと思っております。 

それからもう一つ，最近倉敷市の中で世界に発信をいたしました大きなことが

５月のＧ７の倉敷教育大臣会合の開催でございました。今回５月の１３・１４・

１５日ということで，伊勢志摩サミットが三重県で行われまして，それに関連し

て１０の大臣会合が日本全国で開催されたんですけれど，その中でほとんどが仙

台さんとか北九州とか広島とか，県庁所在地とか政令指定都市のところがほとん

どだったんですけれど，ほぼ倉敷市だけが政令指定都市でもない，それから県庁

所在地でもないところで，またこれまでにそういう大規模な国際会議の経験がな

かった市として，でも選ばれまして，昨年から準備を続けてきまして，なんとか

皆様からご評価をいただくことができました。アメリカのキャロライン・ケネデ

ィ大使をはじめ，各国の大臣が来られまして，ほとんどが東京と京都には来たこ

とありましたけれど，倉敷市っていうのは知りませんでしたし，来たことありま

せんでした。でも来てみたら本当に素晴らしいところですね，ということを言わ
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れまして，大変心強く，また元気づけられた思いがいたしました。 

会場が倉敷アイビースクエアと国際ホテルだったものですので，一番近いとこ

ろで老松小学校と倉敷の西中学校で視察をしていただくということで，ケネディ

大使は一緒に老松小学校で給食を食べていただきまして，非常に日本の給食に感

心されておりました。栄養バランスが整っていると。ごはんも普通の白いごはん

だけじゃなく玄米が入ってるごはんで，ビタミンでもバランスが取れてるとかで

すね，桃のゼリーとか地元の産品を使ってるとか，お豆さんとか牛乳とかバラン

スが取れているということで，栄養改善協議会の皆さんに聞いていただきたいよ

うな内容でしたけれど，そういうことで非常に褒められまして。 

その後もう一つ褒められたのは，掃除を子ども達がしているということに大変

皆さん感銘を受けられておりました。給食の配膳とそれから食べてそれを自分た

ちで片付けて，その後みんな当然掃除をいたします。諸外国では掃除とかは子ど

も達がしないみたいで，日本は掃除とかのところまで含めてが学校教育なんです

ねということで諸外国の大臣達も非常に感心をしていただいたということがござ

いましたので，ご報告させていただきました。 

さて，これから皆さんと一緒にこの水島地区のこと，そして倉敷市全体のこと

等ご意見をいただければと思っておりますけれど，先日も水島の港まつりが第６

０回目と，七夕まつりが４５回目でございまして，非常に活況を呈されましたわ

けでございますし，また，最近私が非常に感心をいたしましたすごいイベントが，

いす１グランプリが２回目だったんですけれど，去年ちょっとおうかがいできな

くて，こんなにたくさん人が来られて，こんなに皆さんが真剣に椅子を漕がれて

いるんだということにびっくりいたしました。 

水島のまちづくりでございますけれど，倉敷市の方が今水島リフレッシュ構想

に基づきまして進んできておりまして，この地区の中で水島の中央公園をはじめ

といたしまして，八間川，また道路の整備，それから環境交流スクエア，そこを

中心といたします広場の整備，またまちづくりということで皆さんにもいろんな

面でご協力いただいているところでありまして，プールが昨年完成をいたしまし

たり，また噴水広場のところがもうすぐ使えるようになるとか，公園を核として，

そして道路の舗装等を皆さんとご相談をしながら進めてきているところでござい

ますが，そのあたりのこと等も含めまして，皆さんにご意見をいただければあり

がたいと思っております。 

それではご意見といいますか，今考えていることとか，こういうことを自分が

取り組んでるとか，こういうふうに水島をもっと持って行ったらいいんじゃない

かとか，コンビナート企業の皆さん達も一生懸命頑張っていただいております，

三菱さん以外も皆さんもちろん頑張っていただいておりますので，皆さんと一緒

になってまちづくりを考えていきたいと思っておりますのでよろしくお願いいた

します。 

 

≪参加者 Aさん≫ 

水島の未来を考える会のＡでございます。 

実は私達，水島のまちづくりのつどいというのを４年前から水島商振連の事務
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所で毎月１回開催をいたしまして，従来イベントを中心とする打ち合わせがどう

しても主体になっておりまして，今お話がありましたように港まつりは６０回を

数え，夢ｋｏｉは１１年目，そしていす１レースなりあるいは将棋のストリート

なり，こないだの港まつりも水島マルシェを含めて非常にたくさんの方がおいで

になりました。イベントは立派なんですけれど，祭りが済んで，打ち上げ花火が

済んだように人通りもまばらというのが実態でございまして，今後イベントもど

んどんやっていくんだけれども，根本的なまちづくりをしていかないことには，

イベントだけのことに終わってしまうということで，水島のまちづくりのつどい

についても，今後基本的なまちづくりをどうするかという論議をいろいろしてお

ります。昨年の３月に岡山大学の生徒が栄駅前のはばたきで，倉敷市の公共施設

が年々古くなっておると。複合施設を水島臨海鉄道周辺で作ったらどうかという

提案がございました。そして，今年の２月に水島地区選出の９人の市議会議員の

皆さんが一緒になって東京都の武蔵野市の複合施設を視察されたと。素晴らしい

そういった施設を見て来られて，やはり臨海鉄道の栄駅前あるいは常盤，そうい

ったところの有効活用するための複合施設が望ましいんじゃないかといったよう

な提案もございました。常盤駅の前のニシナ本店も更地になったということでご

ざいますが，要するにこのままではどんどん空洞化が進むのは目に見えておりま

す。公共施設も建て替えなりあるいは統合的に複合化するにしても現在のところ

に建て替えたのでは，水島の中心街には変化はほとんどないだろうということが

推測されます。そこで，そういった提案なり，あるいは市議会議員の皆さん方が

見て来られたそういった報告をただの報告で終わらすわけじゃなくて，どのよう

にしてそれを実現するかということについての協議が必要であろうかと思います。 

二つ目の問題です。水島の中心街のシャッター街なり空き家をどうするかとい

う問題がございます。これからのまちづくりは，バブル時期のように古いものは

倒して建てて，いろんなお店を誘致するということではなくて，いわゆるリノベ

ーション，今ある家をいかに活用して低価格で若い人が望むような，商売をやる

ような意欲がある人が来るならば，固定資産税に毛が生えたぐらいでわずかかも

わかりませんけど，何にもしないよりはいいと思う。そういうことを一歩一歩積

み上げていって初めて，複合化のまちづくりとそれからリノベーションのまちづ

くりがあいまって，車の両輪のように街が賑やかになるんじゃないかなぁと。先

ほど申し上げましたようにイベントで賑やかにやり，そして水島の町が見直され

た，また行ってみようやというふうな魅力あるまちづくりを一歩一歩積み上げて

いかないかんと思う。そのためには，水島には商工会議所がございません。前回

もその問題が出ましたけれども，やっぱりこういったまちづくりについては，水

島のまちづくり協議会といったような組織を作りまして，やっていくのが一番手

っ取り早いことじゃないかと思います。水島まちづくり協議会のメンバーとして

は，私たちのほかに地元の企業，それから倉敷市の担当課の職員の方々，あるい

は学校の先生なりいろんな方に入っていただいて，もちろん市議会議員の皆さん

にも入っていただいて，そういった問題をどのようにするかという推進役に働き

かけていったらどうかなぁと。そのようなことを今考えております。 
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≪市長≫ 

どうもありがとうございました。今Ａさんの方からこの水島地区の公共施設の

今後の先行きということにどういうことを考えているのかと，今日市議会議員の

先生がいらっしゃってるみたいなんで，市議会と相談もできておりませんし，ま

だそういう段階まで進んでないということで，今は水島のリフレッシュ構想とい

うところが大きな事業が進みつつありましたり，また，ちょっと離れております

けれど，福田公園の方のリフレッシュの方も進んでいくというようなかたちにな

って，検討してるところですけれど，水島地区の中で支所があります，この公民

館や図書館とか児童館があります，この地区というのはなんといっても水島地区

の中の中心部だというふうに思っておりますし，商店街の皆さんがいろいろに活

動して頑張ってくださっていると思っております。Ａさんからのご質問の中で，

昭和４０年代なり５０年前半とか６０年ぐらいまでの間に今申し上げたような施

設が順次建っていったわけですけれど，それをやり変える時にどういうふうに考

えてるのかという大きな質問だったと思います。これからの市全体もそうだと思

うんですけど，今ひとつあるものをまたそれがひとつ時期が来て建て替えましょ

うとか，またこっちにあるものはそれで同じものを作りましょうという時代とも

ちょっと違ってきていると思うんです。ですので，今後の建て替えの時に複合化

を検討していくということは必要なことじゃないかと思っております。まだその

案ができてるという段階ではないわけですけれど，私の気持ちとしてリフレッシ

ュ構想がひと段落だいたい進んできたら，この中心街のところの公共施設の配置，

それを今のところがいいのか例えば今言われましたように常盤町のところ等も活

用していくのか等も含めて考えていく必要があるんじゃないかなと思ってます。

でもこれは一番には地域の皆さんとそれから市議会の皆さんとご相談していくと

いうことになるかと思いますので，まだまだこれからということですけれど，私

としては，１個の施設をまたそこに１個ずつということじゃなくても十分その効

果を発揮できるんじゃないかなというふうに思っております。商工会議所という

面では，倉敷商工会議所には三菱自工さんの副所長さんが商工会議所の副会頭と

して入っていらっしゃいますので，水島のことももちろん代表されてはいるんで

すが，やはりＡさん言われたように地元の皆さんの意見がもっと，もちろん水島

の市議会議員さん達にもそうですし，市の方にもこれからもっと頻繁に話をして

いただけるような素地作りっていうのが必要じゃないかなぁというふうに思って

おります。 

 

≪参加者 Aさん≫ 

水島まちづくり協議会を是非立ち上げていただきたい。 

 

≪市長≫ 

今後一緒に検討してまいりましょう。 

 

≪参加者 Bさん≫ 

西栄町のＢといいます。 
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今日はゴミのことで，事業ゴミのでたらめが許せないということで，家庭ゴミ

はまぁまぁですから言いません。事業ゴミは何かと言うと大きい商店とか食堂と

か病院，薬局，銀行，コーポ。家庭ゴミが年１０万ｔとすると，事業ゴミは７万

ｔから８万ｔであまりバカにするほどの数量じゃないんですけど家庭ゴミは資源

ゴミの回収数量が出てるんですけど，事業ゴミはでたらめなことをしとるから数

量が出ない。何故出ないかいうと，去年，おととしの１２月の市議会で，ある市

議さんに言ってもらいましたから，当時局長さんらが答えられましたけれど。そ

の後，ゴミ処理場へ持って行って投入時に連射機能付きカメラで撮影するように

してちょっとわかるようになったらしいですけど，そんなことをするより，資源

ゴミをどのぐらい回収しとるかいうのを調べればわかるんですが，環境センター

の車以外に業者用に１１５社ぐらいあるらしいですね，それはパッカー車を１台

持っているような小さいところもあれば，十数台の大きいところも１１５社ある

んですね，そこらが家庭ゴミは町内会にもいろいろ役員がいまして，大勢手伝っ

ております。私の四福学区では５０人から４０人おるんですけど一般廃棄物対策

課では３人しかいない。３人で業者を指導し，商店の指導できるわけがないんで

す。それで，銀行なんかでもいい加減なことをしておる。銀行が悪いんじゃない。

回収業者が悪いんですが。優秀なところがＩＳＯ１４００１認証取得と車の後ろ

に書いとんですが。そこがぐちゃぐちゃにしとんです。 

 

≪市長≫ 

環境のまちづくりということで，特に水島地区には倉敷市全体の環境学習の拠

点であります環境交流スクエアがありますので，今Ｂさんが言われたような市議

会の方でも何度かご質問をいただきまして，事業者の方の事業ゴミが分別されず

に投入されているんじゃないかというお話だったと思いますので，その時の環境

リサイクル局長の答弁でも，そういう事実があるということを踏まえて，これま

でよりももっと啓発したり投入のところで写真を撮ったりとか抜き打ち検査をし

たりということで，事業ゴミについても今言われましたように分別のところがち

ゃんと徹底されるようにしっかり一歩ずつですけど前進するよう頑張っていきた

いと思っております。 

一つだけ，今せっかく環境の話が出ましたので，新聞等でご覧になった方もあ

るかもしれませんけれど，水素ステーションを環境省の方に応募をいたしまして，

国からの補助をいただけるということで，これまでに岡山県内には水素ステーシ

ョンはなくて，中国地方にあったのは山口県の周南市だけでして，中国地方の東

では尼崎市さんにしかなかったもんですので，水素ステーションで水素を使われ

る方も非常に困ってあったということで，国の方も是非岡山県内にどこか作りた

いというふうに思っていたみたいでして，手を挙げましたところ，うまく受かり

ましたもんですので，設置場所としては，環境交流スクエアにしようと思ってお

ります。今，国と相談しておりまして，岡山県内では初めてじゃないかと思いま

すけれどできますし，それと四国にも一つあります。それから今度山陰側にも一

つできるとうかがっていますので，そういうところで使ったりできるようにしな

がら環境への意識を高めていきたいと思ってますし，何より水素ステーションが
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できますと多くの方が視察に来ていただけるとうかがっていますので，その時に

商店街とかうちのリフレッシュ構想とか合わせて見学してもらえるように見学コ

ース，市の方に市議会とかで言って来られた時にはお薦めするようにしていこう

かなというふうに思っておりますので，ご報告させていただきました。 

それでは，まちづくりとかまちづくり活動とかさっきお話も出ましたので，そ

ういうことについてどうでしょうか。 

 

≪参加者 Cさん≫ 

 三世代交流を中心に活動している「はぴぱる」というグループの代表のＣと申

します。私たちは地域との支えあいの中で里帰りしなくても出産育児ができる環

境を確立していきたい，倉敷市水島で子育てできて良かったと思える環境，そし

て子育て，子どもの手が離れたとしても孤立することなく地域との関わりが持て

る環境をという思いで，「はぴぱる」というグループを作って子育て中の母親が主

となって活動をしております。現状としては今市の予算からふれあいサロンの枠

組みで助成金をいただいています。地域との関わりを持つ中で，高齢者とのふれ

あい，三世代交流を継続的に行っているためです。しかし問題点もありまして，

一つ目は親子に対しての助成金が無い。私たち「はぴぱる」は子育て中の親子が

集まっています。しかし子育てサロンは０歳～概ね３歳までの親子が対象となっ

ており，私たち「はぴぱる」の活動ポイントと少しずれています。子育て支援は

子どもの年齢で対象を絞ることは難しいと思います。二つ目は活動の場の確保が

不安定であることです。公民館や公共の施設を利用するには利用料が発生し，運

営上は厳しい状況です。現状は民間経営の施設を無料で提供していただいていま

すが，経営者や会社運営方針の変更などでいつ無料から有料，利用不可となる可

能性も否めないで不安を抱えております。三つ目は高齢者への助成金のみのため，

親子に対しての助成金が無いので，親子に対してはすべて実費にて運営している

ということです。「子育てサロン」「ふれあいサロン」等の枠組みだけでは今後の

子育て，地域とのつながりの大切さを確保する運営はすごく難しいと思います。

運営資金，場の確保の不安感があっての運営では運営者側の精神的不安が拭い去

れないため，運営継続は難しい。そのあたりの改善をお願いできればと思ってお

ります。この活動について，市長さんはどう思われますか。 

 

≪市長≫ 

 ありがとうございました。「はぴぱる」さんの方は子育てを三世代交流と併せて

やっていらっしゃる。 

 

≪参加者 Cさん≫ 

 倉敷市で初の取り組みって言われています。今まではシニアの方だけとか子育

て中のお母さんだけとか，別々の活動をされていると思うんですよ。それをミッ

クスしていろいろ教えてもらって勉強にもなるし，お互いすごくメリットがある

なということでこういう活動をさせていただいています。 
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≪市長≫ 

 なるほど，わかりました。今，Ｃさんが言われたように，就学前のお子さんに

対する子育て支援について，地域のボランティアさんの活動としては，今まで子

育てサロンとか，幼稚園の空き教室を利用している子育て広場とかがあって，そ

れもだいたい０～３歳までとかが中心で行われています。あと例えば年配の方で

地域のふれあいサロンとか，例えば認知症カフェとかそういう目的ごとに区切ら

れていて，ちょっと縦割りな所があるかも知れないですけど，そういうのを三世

代交流で子どももおじいちゃんおばあちゃんも，中核になるミドル世代の方も一

緒にという活動されているということですよね。まず最初に活動についてなんで

すけど，本当にこれからの社会に向けて非常に大切なことだと思いますし，厚生

労働省とかもこれまでは子育てだったら子育てだけ，認知症の方だったら認知症

の方だけだったのが，三世代交流とか，施策でも三世代同居とかそういうのを進

めるのが，今着目してやっていこうということになっていますので，すごく先駆

けてしていただいていると思います。一方で今お話いただいたように，市の助成

金とか応援の枠組みとかが，ちょっと縦割りになって，まだ制度が追いついてな

いんじゃないかと思うんですけど，三世代同居に関して，市も今国の状況とか聞

いている所ですので，今後，上手く三世代交流についても応援していけるような

何か枠組みが，一緒に作れればいいなあと思っております。今すぐ，まだ上手く

できるとかわからないんですけどそれぞれのニーズもあるし，また一緒にという

ニーズもこれからの方向性としては高いと思います。とてもいい活動を先進的に

していただいていて，参考にさせていただきたいし，いろいろ教えていただけれ

ばと思っています。せっかく子育ての話も出ましたので，子育て関係の話とかあ

りますか。 

 

≪参加者 Dさん≫ 

 少しもやもやしてることがあるんで，聞いていただきたいと思っています。私

には，現在小学５年生の娘と今年度公立幼稚園に入学した４歳の息子がいます。

お話を聞いていただきたいのが，公立幼稚園のことです。二つあるんですけど保

育料と保育内容についての事が一つ，今季入園の子どもから，保育料が変わって

しまって，人によったらぐっと高くなったんです。ちょっと納得できないかなあ

というのがあって，もともと私立幼稚園との格差をなくすということで取り組ま

れたということなんですけど，料金だけ格差がなくなって中身は全く公立幼稚園

は変わってないんです。私立幼稚園だと体操教室があったり英語があったり，音

楽があったり様々な取組が園によってあるようですけど，内容が変わってなくて，

そのまま親の負担はすごく大きいんです。毎日送り迎えで，お弁当は毎日なんで

す。これは文科省の担当になるんですかね。（市長：幼稚園は文科省です。）私た

ちの希望は保育料を元に戻してほしいなと思うんですけど，それが叶わないなら，

詳細は市が決められるところもあるらしいんで，そういうところをちょっと何と

かなりませんかということです。それと，私立並みの料金でメリットの少ないま

まの幼稚園生活でしたら，無くなるんじゃあないかなと思うんです，公立幼稚園

が。メリットはないですよね。それで，将来保育士さんになりたいという子ども
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さんがいらっしゃっても，夢が現実になるときには，私立と公立では公立の保育

士さんのお給料が良いと言われているんですけど，なりたい公立の方を選ぼうと

思ってもなれないという狭き門となるんじゃあないかと思っています。それと，

もう一つ目は駐車場についてなんです。公立幼稚園で駐車場のあるところもある

らしいんですけど，私たちの通っている幼稚園は無いんです。とりあえず園で，

公立だからということで確保してはいるんですけど，小さいお子さんとか生まれ

たばかりの赤ちゃんを連れてくるお母さんもいるんですよね，家においていけな

いから。雨風が吹いてても濡れながら，何人も小さいお子さんを連れてとか，見

てても，精神的にも体力的にも大変だと思うんで，駐車場とかも検討していただ

けたらと思うんです。小さい子がいるお母さんとか，お腹の大きいお母さんにと

っては負担の大きいことなので。私たちは連島南幼稚園なんです。そういう事も

考えていただいたらうれしいです。 

 

≪市長≫ 

 ありがとうございました。なかなか市の全体の幼稚園の保育料の決定の仕方と

いうのは，国の制度に基づいて行っているところもありますので，ここで詳しく

答えるのが時間的に難しいかなと思いますので，また後ほどにでも，改めてお話

をお伺いできればと思いますけど，大きくはですね，今保育園だったら待機児童

の問題，幼稚園だったら３歳児保育をしていない幼稚園がまだあるわけですけど，

３歳児保育を幼稚園でしてもらいたいという要望が高まっているので，そこも是

非していきたい。それから公立幼稚園と私立幼稚園でですね，国の方が，子ども

子育て支援新制度というのを平成２７年度から始めたもんですので，幼稚園の間，

それから幼稚園と保育園との間の垣根をなるべく低くしてもらいたいという方向

で国が動いている中で，いろんな料金とか制度が過渡期にあるというのが大きく

言いますと現状であるかと思っています。ですので，今Ｄさんが言ってくださっ

たようにこれまでと料金が変わったりとか，ご不便をおかけしているところもあ

ると思ってはいるんですけれども，それぞれ国の制度などにも基づいて料金等を

決めていくというところもありますので，すぐちょっと，どうできるかわかりま

せんけれど，今お話しいただいような，何人もお子さんがいらっしゃるご家庭の

方が，当然負担も大きくなると思いますので，例えば第２子から半額とか，第３

子が無料化とかですね，そういうところも皆さんのお声を伺って，国の方にも要

望いたしまして，２８年度からですね，まだ最終的に決まっているわけではない

んですけれども，国が料金の事について，世帯の収入の区分があるんですけれど，

第２子半額，第３子免除という方向にも進んできていただきつつありますので，

世帯収入とかですね親御さんの，例えばひとり親家庭さんとか，それから収入の

面あたりも勘案された制度になっていますので，それがこれまでよりも利用しや

すくなるという方向には向かっているという状況でございますので。また後でお

話をおうかがいします。 

 

≪参加者 Eさん≫ 

 三福地区社協のＥと申します。広江憩いの家の事について，物置を作って欲し
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いなあと思っております。憩いの家というのは，健康な長寿社会を実現する場所

と考えまして，受託者は広江の連合町内会が委託を受けております。「広く」とい

うことで，まず使ってもらわなければいけないということで，１ヶ月の利用人数

を１０００人を目標にということで頑張りまして，最初は５００人程でしたが，

８年ほどたった時に丁度１０００人に達しまして。その後だんだん利用者が増え

まして，半径３キロ以内くらいから通って来られる人もおられるようになりまし

て，そうすると物が増えて，置き場が無くて困ったもんですから，ここで言うべ

きかどうかわからないんですけれども，お願いしたいと思って発言いたしました。 

 

≪市長≫ 

 ありがとうございました。それぞれの憩いの家について最新の利用状況まで把

握できてないもんですので，またそれぞれの憩いの家の設備の事等につきまして，

今いただきました，通っていらっしゃる方が増えてこられてるとか，そういうと

ころに基づいて設備とかをどうするとかいうのを考えていくようになるかと思い

ますので，また担当の方を派遣いたしまして，現場の状況を見させていただきた

いと思います。 

 

≪参加者 Fさん≫ 

 水島のＦといいます。先ほどＣさんがおっしゃっていたところへ先月行かせて

いただきまして，三世代交流をさせていただきました。とっても楽しく過ごさせ

ていただいたんですけれども，後が年配者というのは疲れますね，子どもさんが

元気なんでね。でも楽しく過ごせたっていう事はいいことかなって思っています。

それから一つ，私たちの水島学区では，６月から「おしゃべりカフェ」と言うの

を立ち上げました。オレンジカフェは認知症カフェということで「あの人が行く

のは認知症じゃあ」いうて言われるから「オレンジカフェ」はやめにして「おし

ゃべりカフェ」という事にして，皆さんが来て楽しくおしゃべりしながら交流を

深めていっていただきたいなということで，担当するのはボランティアでさせて

いただいております。ところが，やっぱり準備するのにお金がいるんですけれど

も，うちの水島学区はコミュニティがきちんとしておりますのでコミュニティの

方から資金を多少いただきまして，立ち上げることができました。だいたい月１

回の開催なんですけれども，５０人以上くらいが来てくださって。ということで，

７月にははぴぱるさんが子どもさんを連れて来ていただいて。そういうところで

も，ただ認知という意味だけではなくて，三世代交流もできるんじゃあないのか

なということで，これはずっと続けていきたいなというふうに考えております。

幸いにも会場はコミュニティ会館がございますので，そこを活用させていただい

ております。 

私達はおしゃべりカフェができて良かったなと考えております。それが１点と

もう１点，私は今水島小学校の放課後児童クラブの方を担当させていただいてお

ります。非常に子どもは元気ですが，クラブで働く支援員の先生方の確保が非常

に難しい。平成３２年度からさらに文科省の方から厳しいお達しが出ておりまし

て，先生方も一生懸命研修に行かせていただきながら，資格があっても，その資
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格をさらに強固にするために，県の研修を受けなければいけない。それも一日だ

けじゃなくて，やっぱり４回も５回も受けて初めて認定されるということ。それ

から学校の先生の資格を持っている方，それから子ども達と一緒に触れ合って２

０００時間以上している人を今支援員として登録させていただいております。ま

た，補助員というのも大切なので資格は無いけれども，支援員の先生方を補助す

るという立場から応援していただいています。やっぱり支援員の先生方，補助員

の先生方の確保っていうのが非常に厳しいということで今悩んでいるところなん

です。ということで，もう少しクラブで働く支援員の資格要件が緩和できればい

いかなということですけど，やはり大事な子どもさんを預かっているというとこ

ろから，厳しくも行かなければいけないのかというところで今模索しているとこ

ろです。 

 

≪市長≫ 

ありがとうございました。おしゃべりカフェの取組み，大変ありがとうござい

ます。良い名前ですね。誰でも来てお話をするというのが一番重要だと思います。

月５０人も来られるなんて凄いなと思います。それから，今放課後児童クラブの

支援員さんとか補助員さんの事ですけれど，これが今言われましたように国から

の基準も非常に厳しくなってきまして，今のは放課後児童クラブなんですけど，

保育園の方も待機児童っていうのも保育士の方がなかなか，東京とかに就職で行

ってしまって，資格を持っていても向こうで就職する方が良いとか言う方もいら

っしゃるという事等もあって，もしくは一回辞めたら復職されないという方もい

らっしゃるという事があって確保が中々難しいというのが大きな課題だと思って

います。市といたしましても，保育士の方，ちょっとまだ放課後児童クラブの方

は市が運営という事ではないのでできていないのですが，保育園の方は保育士の

確保，例えば一回辞められて戻る自信がないんだけれど，でも何日か研修したら

戻れるかもしれないという方もいらっしゃるので，例えば登録していただいたり

とか，相談が来たらこの園にいって一回やってみてくださいと言う方も実は増え

てきておりまして，その方々が戻ってきてくださることによって，待機児童を解

消できる部分もだんだん出てきてます。保育士が確保できないので待機児童がど

うしても出るというところもありますので，そういう面なども含めてやっていき

たいと思いますし，放課後児童クラブの方は昨年度からいろいろ制度が変わって，

市の方から非常に基準がきついと思う点は国の方に言っておりまして，少しでも

負担を軽くできるようにとは思っております。子育て，待機児童解消とか，大き

な施策ですので頑張りたいと思っております。 

 

≪参加者 Gさん≫ 

 いす１グランプリを第２回を今年させてもらいました。第１回目は初めてとい

うことでたくさん注目していただいて，盛り上がって良かったなと，第２回目は

大変不安になりながら商振連の○○会長を始め，○○会長や○○会長や○○町内

会長さんや皆さんにお手伝いいただいてすることができました。 

 ２回やったんですけど，もっといいものができると思っていまして，今回も８
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１チームの申し込みをいただいて，水島地域以外が９割ぐらいの参加チーム，県

外は今回は１０チームぐらいだったと思うんですけど，県内各地から来ていただ

いて本当によかったんですけど，もっともっと遊びに来た人たちも楽しめるよう

な，いす１が体験できたりとか，もっともっとたくさん小っちゃい子から皆で楽

しめるような会にできるよな，という反省をしていまして，商工の方からお祭り

で補助をいただいとるんですが，是非もう少しいただきまして，広報とかをもっ

と頑張れたらなと思ったりしながら，参加者への募集はチラシを５０００枚ぐら

い作りまして，ＰＲをしてあとはインターネット等で参加者募集を僕たちフェイ

スブック等で一生懸命やっているんですけど，ポスターとチラシはちょっとしか

撒いてないのが現状でして，いろんな方から「あれ，もう終わったの」とか「見

に行きたかった」とか，もうちょっとうまく告知ができたらいいなというのがあ

って，昔，常盤のお祭りの時は折込とかもしてたんですけど，予算上そういうの

はやめたんです。そこにお金をかけずに他にかけないとだめだということで今さ

せてもらってて，岡山大会ということでもっとたくさん来ていただいたら，楽し

いものができるかなと思っていますので，よろしくお願いいたします。 

 いす１グランプリのポスターに，１回目も２回目も水島の工業地帯の夜景を出

しているんです。水島のＰＲも含めて。水島の夜景は全国的に有名で，西日本で

１番になりました，日経新聞で。いろいろ調べると日本工場夜景サミットという

のがありまして，去年から７大工場夜景になっているんですけど，室蘭，川崎，

四日市，尼崎，周南，北九州に昨年富士市が入りまして，今年はその富士市でサ

ミットがあるそうなんですけど，倉敷市も是非ここに乗り込んで，市がサミット

に登録して皆で各地で工場夜景のイベントをやっているみたいなんです。それに

もよかったら倉敷市も登録していただいて，水島の夜景もＰＲしていただいて，

水島の地域力を高めていただけたらと思います。 

 

≪市長≫ 

 ありがとうございました。いす１グランプリ，１回目，今年２回目と大変な盛

況で盛り上げ隊の皆さんをはじめ商工会，商店街の○○会長さんをはじめ皆さん

本当にお疲れ様でございました。素晴らしい発信ができたんじゃないかと思いま

すし，またこれから３回，４回の回を重ねていくにあたって，いす１自体のＰＲ

もそうだと思いますし，多分学生さんをはじめとして，今取り組み始めていると

伺っているんですけど，商店街のＰＲといいますか，歩いたりとかして，こうい

うこだわりの店があるとか，今Ｇさんが言われたような発信力の強化というとこ

ろが，これから重要になって来るのかと思っております。倉敷の方の商店街は，

美観地区の一帯のお店自体もチラシがあるんですけど，当然どんどん変わります

し，こだわりのものも変わりますので，それを作ったらそれを手に取られてまた

お客さんが来られるというのがあると思いますので，もちろん皆さんで協力して

それを作っていただくことになると思うんですが，どういうものにするかとか，

そういうのとタイアップしてやっていく必要があるのかなと思っております。 

 それから工場夜景のサミットは聞いたことがあったような気もするんですけど，

まだ参加していません，と思います。囲碁サミットとか，将棋サミットとか，順
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次増やしていっているんですけど，今度タコサミットというのがあるんですよ。

明石のタコと，下津井のタコと，三原のタコとかというのがあって，全国で８個

ぐらいあるんで，そこには入ったんですけど，また順次いろいろなサミットに参

加していく中で，こっちで工場夜景を見学して，商店街に来てもらえればいいな

と思います。その時には愛あいサロンでサミットができれば良いなと思いますし，

今後検討させていただければと思っています。 

 

≪参加者 Hさん≫ 

 水島には公園がたくさんありますよね。その公園の中にはたくさんの木が植え

られています。その木も２０年，３０年経ちますので，かなり大きくなっていま

す。今の時期はまだ日陰になっていいんでしょうけど，これから１０月，１１月，

１２月になると，かなり落ち葉が落ちますね。それが周りの家の中に入る，家の

といの中に入る，排水溝の中に入るということで，私も連合町内会の活動の中で

諸々の苦情を聞いてますので，支所の方へは剪定のお願いをするんですが，何本

か切ってもらったらあとは来年，再来年先だというような格好になります。私た

ちができる所，手の届く範囲はやっとんですね。ただ２０ｍ，３０ｍになるとど

うにもなりませんし，大体公園の中に４０本近い木があって，特にメタセコイヤ

という木が周囲に１３本ぐらいあるんです。これは高くなり小さな葉が落ちます

ので，それがとい，排水溝に入ると，流れなくなるんです。それで良い意見があ

ればいいんですけど，少しその木を省くということはできないんだろうかと。カ

ットしていただきましても，さっき言いましたように４～５年ぐらいにしか回っ

てきませんので，非常に高くなる。これから台風のシーズン，異常気象ですので，

いつ異常な風が吹くかもわかりませんから，その周りの住民の方はかなり心配さ

れていますので，ある程度すれば何本か間引いていただいて，また新たな木を植

えるとかというようなお願いをしたいところです。 

 

≪市長≫ 

 公園の木の伐採ですか，私はあまり詳しくないもんで，通常は木を植えてくだ

さいという要望はあるんですけど，伐採の方は少ないものですので，どういう手

続きがあるのかわからないんですが，多分地区の皆さんと相談して，可能な面も

もちろんあると思いますので，ちょっと後で調べましてお返事させていただいて

いいでしょうか。 

 

≪参加者 Iさん≫ 

私今日来たのは，農振，農業振興地域の件で来させていただきました。農振に

は，青地と白地がありまして，青地の方はものすごくきついんです。普通何もで

きない。白地でしたらある程度考慮があるんですが。その青地で県道・市道，宅

地に囲まれてただその一画だけ，２００坪ぐらいの所だけ，青地として市の方は

「これは青地だからダメ」と。言われるのは当然なんです。法律でそうなってる

んですが。そういう所は他にもまだあるそうなんですが，そのような解除の検討

を考えていただきたいんです。 
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≪市長≫ 

ご意見ありがとうございました。今言われました農業振興地域の規制が実際の

ところ，非常に厳しいことは厳しいわけでして。まあ農業委員会の規制の解除と

いいますか，裁定，決定ということになるわけですが。で，元をたどれば国の方

からの「農業を振興しましょう」という大前提があって，それが少しずつは緩い

方向へ進んでいるかなと思っておりますがまだまだ，規制が大幅に緩くなっ

ているというわけではないと思います。でも今の該当の所がどこかと言うのもあ

ると思います。 

 

≪参加者 I≫ 

農業はされてないんですよ。草ぼうぼう，木も生えとるんですけど，青地とし

て何もできない状態。 

 

≪市長≫ 

国もまた荒れている農地を中間管理機構というのに移して，その土地の場合は

三方を囲まれて難しいかもしれないですけど，その中間管理機構に移して農業を

やっていただける方に貸すという方向に進めようとされてるんですが，まだ出だ

したばかりだという状況ですので，国も厳しく規制するだけではいけないと思わ

れたからこそ，そういう方向を始められたという状況ですので，抜本的にいまま

でダメだったのが，すぐ解除になるというのはなかなか難しいと思うんですけど。 

 

≪参加者 Jさん≫ 

水島のおかみさん会をしております。一つだけお願いというか，先ほどＡさん

が言われていたお話の中に，水島のリフレッシュ構想が進んで来たら，みんなで

いろんなまちづくりのことを考えていきましょうと言われて，うれしいなと思っ

たんですけど，水島の商店街は瀕死の状態というか縮小が進んでおりますので，

いろんなことはやっておりますが，店主やまちづくりをやっている方たちも高齢

化が進んでおりますので，その計画を相談して計画を作るにも１・２年かかりま

すし，またそれからいろんなことをしていくのにも１０年以上かかったら，私た

ち生きてられるかな，という感じもしてるんです。リフレッシュ構想が進んで来

たら，というのはリフレッシュ構想は，来年ぐらいで終わりでしたかね。（市長；

計画自体は３２年度までなんですが，大きな事業は来年度でほぼ済むんじゃなか

ったかと思います）できるだけ早く，急いでいただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

≪参加者 Kさん≫ 

今のＡさんもＪさんも同じなんですが，水島のまちづくりということ，「このま

ちの地域力」という今日のテーマなんですが，このまちの，まず課題から，と思

っています。水島というのは多分倉敷に次いで９万近い人口があって，地域で言

うと２番目の人口を抱えたところになると思うんですが，水島は，児島・玉島と
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は違って，自治体を組んだことがない，という経過がありまして，連島町，福田

町が合併してるものですから，水島の中心街というのが，連島や福田から言うと，

地区の支所があったり，いろいろ公共施設はあるんですけど，どうも町の中心と

いう意識が，うすいと思うんです。そのことが，水島の商店街が発展しないとい

うことも，福田や連島の人が水島に来るような，行政がインフラ整備をしていな

いということがあると，私は思っています。で，まずこの水島の中心地に人が集

まることを考えることが先決，優先しなきゃいけないかなと思っています。さっ

きＨさんから話がありましたが，水島のこれもひとつの地域力だと思うんですが，

公園が非常にこの中心市街地に多いんです。ところがこの公園というのが都市計

画法で，児童遊園という，今でも多分そういう位置づけだと思います。でもこの

中心市街地には，子どもというのが本当に数えるほどしかいません。この都市計

画決定をされた公園を変えるというのは難しいというのは私もよく分かるんです

けど，何か今のこの時代に合った公園の整備を。あれだけの公園があるんですか

ら，もうちょっと整備をして，何かよそにない商店街を作れば，いろんな人も集

まってくるし，そういうよそにない整備の仕方というのをぜひ。これは役所だけ

というわけにはいきません。地域も一緒になって，まさにこのまちの地域力を一

緒に考えるということだと思います。そういうことでは前のふれあいトークの時

に○○会長が，水島支所の中に今本庁で言えば企画経営室のような部署でしょう

か，そういう人をおいてもらえないかという。まあこれは，商工会議所がなかな

か水島に目を向けてくれないということもあって，そういう意見が出て，たしか

「検討する」という返事をいただいていると思うんですが。なかなか人が少ない

中で，難しいと思うんですが。本庁でもいいんですが，水島担当の人が本当にし

っかり考えていただいて，地域と一緒になって，この水島のまちをどういうふう

にしていくか。まあ中には，公園を駐車場にすればいいじゃないか，という人も

いるんですが，せっかくこれだけの公園を持っている所は日本でも少ないんじゃ

ないかと思うんです。これを有効に，何か整備の仕方というのをみんなで考えて，

日本でも，水島に行ったらすごいなあと。で，市長が言われたいす１をしたら，

水島のあのきれいなまちで，というようなことになれば，水島はいいまちになる

かなと思っておりますので，よろしくお願いいたします。 

 

≪参加者 Lさん≫ 

水島を元気にする会の者です。水島のまちづくりは○○会長，商振連の会長，

○○さん，そして私たち３人で頑張っていますが，皆さん水島の中に入らないで，

上にちょっと飛んでみてください。何が見えますかね，水島は。まず工業地帯，

それから亀島山。臨海鉄道も見えますね。それから港が見えます。大きく４つな

んですが，港は全く動いていません。これは港から，例えば夜ちょっと遊覧しよ

うか，全くありません。港まつりもやりましたが，港まつりではないですね。実

際，全く稼働してない。なぜかと言うと私の想像ですが税関があります。このあ

たり密入国の厳しい税関があるがためじゃあないかなと。想像ですけど。昔のよ

うにもっともっと港に子どもが来て，遊べるような港が欲しいなと。それが一つ。

それから亀島山。これ海抜が８４ｍほどありますが，避難地には非常に適してい
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ますね。その亀島山の地下工場を，若い人が何にも知らない。あの地下工場に２

０００ｍ穴を掘って，飛行機の部品を作ったんですね。昭和１５年。飛行機を今

の三菱自工さんの所で，三菱航空機製作所で飛行機を５２３機も作ったんです。

一式陸攻ですね。このすごい飛行場があったこの亀島山も全然無視をされてます

し，水島の人も何にも知らない。若い人も知らない。こんな戦争の遺跡はもう日

本にはあんまりないんです。玉島の砲台跡もありますけど，水島の地下工場は，

日本にはもうこんな戦跡，戦争の跡はもうあまりないぐらい大きな戦跡になっと

るんです。この戦跡がなぜ大事かというと，若者に平和を伝えるための戦跡なん

ですね。これをみんなでどうやって活かしていくかということが大事なんじゃな

いかなと思いますし，それからもう一つ，水島臨海鉄道はもっと安くして，西は

川崎製鉄，三菱ガス化学さん，三菱自工さん，東へ行くと東京製鐵さん，三菱化

成，旭化成，ＪＸ，中国電力さん，全部通勤できるんですね。通勤をすると事故

が起きないんです。事故が起きなかったら家で待ってるお母さん，お父さん，み

んな安心なんですね。そういった通勤に使える水島臨海鉄道。このあたりを考え

てほしいなと思っております。 

 

≪参加者 Mさん≫ 

水島臨海鉄道のことを話そうと思います。臨海鉄道は年に何回か，一日乗り放

題とか，各駅で楽しい行事をしたり。岡山では水島臨海鉄道に乗ったことあると

いう人はほとんどいなくて，倉敷でも水島方面の人しか乗った経験がなくて。も

っと岡山県の人に乗ってもらうような方法を考えたらいいんじゃないかなと思っ

ています。 

それから，母親クラブという活動をしています。児童館，倉敷市に真備町を入

れて６つありますけど，ボランティアは高齢者で，三世代行事は高齢者は困らな

いです。みんな「この頃のお母さんはいいよな。私ら授業料は払ったし医療費も

全部払って子どもを育ててきたけど，年を取ったらボランティアで無料で使われ

て」と言われます。待機児童は少ないんですか。（市長；少なくはなりました。随

分。）育児休業を取って今度働こうと思ったら，保育園がないんで育児休業を伸ば

す。そういう人は待機児童に入っていない。そういう働くお母さんを応援したい

と思います。 

 

≪参加者 Nさん≫ 

商店街の者です。問題が大きすぎてすぐには結論が出ないと思いますが。なぜ

水島には空き家が多く，連島地区・福田地区には空き家が少ないか。そういうこ

とを市の方で検討していただきたいなと。まあこれは商業地域で耐火構造の建物

しか建てられないということだと思います。それで福田と水島と連島の境はＯＫ

なんです。今の現状の水島商店街というのは，商業地域ではありません。完全な

住宅地域です。その辺を考えていただきたいなと。なかなか難しいと思いますが，

よろしくお願いいたします。 

 

≪参加者 Oさん≫ 
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常盤町の連合町内会の者です。八間川の花植え・草取りをしてるんですが，今

年からはクラレから水が流れないらしいんですけど，これからどうなるんでしょ

うか。それから護岸も大分穴があいて，この間も川に落ちたんですよ。だからあ

のあたりの護岸をいいようにしてもらえんかなと。大きな穴があいてるんですよ。

石積みの土が流れて隙間があくんです。市へ言って埋めてもらったんですけど，

また大きくなったんです。市から考えてください。お願いします。 

 

≪市長≫ 

安全の面から，しっかり考えていきたいと思います。それぞれになかなか十分

なお答えができなかったかかも知れませんが，地元の商店街さん，それと最後の

方に言っていただきましたが，水島臨海鉄道でしたね。この臨海鉄道は，自分が

あて職で社長だから言うわけじゃないんですけれど，本当にもっと注目されてい

いものだと思います。今キハの車両が走っていて，全国でも少なくなっているも

ので，この間もキハの２０が引退するときに，非常に写真を取りに来てくれたり

もしたので，さっきお二人の方が言ってくださったように，水島臨海鉄道を活用

したまちづくりというのもできたらと思っております。今回ＪＲ関係からも新し

い人が来てくださったので，あて職ですけど社長の私としては，もっと地域の皆

さんと，今お雛列車をしてますけど， 井原鉄道さんのことももっと参考にしたり

ですね，やってもらうようにとお願いはしております。今倉敷地区とかは住む場

所が足りないようになってきているので，水島臨海鉄道がもっと倉敷駅の方に直

結して，この臨鉄を通って，多くの倉敷駅周辺の人たちや岡山に通勤される人が，

水島に家を持ってもらえるようにならないかなという大きな希望と考えを持って

います。もちろん臨鉄は工業地帯の多くの貨物を運ぶ大事な列車ですし，かつ住

民の皆さんの足となるものですので，その両方にかなって，まちづくりの役に立

つものになっていくのが，非常に重要な事じゃないかなと思っておりますし，ま

ちづくりには地域の皆さまのご協力が大事でございます。商店街の皆さん，元気

にする会，未来を考える会，それから公民館の公民支館の館長もいらっしゃって

ますが，そういう組織が非常にしっかりされてますので，いろんな皆さんのお声

をいただいて，頑張っていきたいと思っています。 

それからちょっと離れていますけど，芸科大さんが水島にはあります。この芸

科大さんの力というものをもっと取り入れられるように，また，芸科大さんにも

まちづくりに協力してもらえるようにということで，連携の協定とかも昨年結び

ましたので，もっともっと学生さん達にも関与してもらえるようにできたらいい

なと思っております。 

最後ばらばらになって申し訳ありませんでしたが，皆さまから今後のまちづく

りについていろんなアイデアをいただいたと思います。これからも一生懸命頑張

ってまいりますのでいろんなご意見をいただけると幸いでございます。今日は長

時間にわたりまして，ありがとうございました。 


